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１ 自己紹介

名前：伊藤 健一郎

略歴

1996年 宮城県仙台市生まれ

2017年〜2019年 仙台市内の幼稚園にて勤務

2020年 お笑いコンビ「すまいるわんだーらんど」結成/開業

2020年〜2022年8月 仙台市内の児童館にて勤務

2022年9月〜現在 大郷町地域おこし協力隊着任。

パストラル縁の郷にて農園の管理、SNS運用や企画担当

2025年4月 大郷町大松沢定住/便利屋すまいる開業

地域おこし協力隊協力団体として町づくり政策課と連携を図り、協力隊員のサポート、

移住者支援をしていく予定。



２ 大郷町に移住した理由

2022年夏、泉青年会議所主催のバスツアーのイメージビデオ作成の
依頼を受託。（芸人仕事として）

現在従事している「パストラル縁の郷」で農業体験をする。

ロケを通して直感で移住を決意。

同年秋、縁の郷GM光岡さんの紹介で地域おこし協力隊として

仙台市から大郷町に移住。



３ 活動振り返り



野菜づくり

風福農園：大郷町の豊かな自然と調和し、 栽培期間中は農薬･

化学肥料不使用で栽培しています。

野菜本来の味と香りを大切にした安心の美味しさをお届け。



育てた野菜は…

レストラン ラトリエ イベント販売

大郷町給食センター

収穫体験



２０２２．１０．２

人員不足により収穫が追いつかなかった「パストラル縁の郷」の
さつまいもをSNSで発信し、宮城県内からファン50名以上が参加。

イベント



２０２２．１０．２９ おおさと秋まつり

「常のモロ」木製マグネット制作



２０２３．４．１６～７．２２

幼児〜児童を対象に大郷町内の空き家から出た建築廃材を

活用した工作教室を開催（全６回：参加者約８０名）



余談ですが…

廃材を活用して看板製作もしました！



２０２３．８．６～２０２４．６．２

「パストラル縁の郷マットプロレス」企画、立案。



２０２３．１０．２３

白石市： 屋内遊戯施設「こじゅうろうキッズランド」と提携し、

落花生を栽培〜収穫・試食の体験イベントを企画･実施。



情報発信
「芸人の強み(影響力)を活かして」 自身が活動するYouTubeチャンネルやSNS
で情報発信する傍ら、県内で活動するタレントやYouTubeｒを大郷町へ招待し
各SNSで宣伝、交流人口の増加を促進。

YouTubeｒ：バイヤー高橋
石巻市観光大使：ほやドル萌江



新メニュー考案

大郷町の特産品「モロヘイヤ」を活用したレストラン ラトリエ新メニュー

「モロヘイヤクリームソーダ 」を考案。地元メディア ５社に取り上げられた。



空き家活用・移住者支援

「空き家を活用したコミュニティスペース作り」

大松沢の空き家を借用し、自身の住居兼事務所にリノベーション。

週末限定で移住希望者を無償で招待し農泊体験を実施。

現在３名の大郷町移住希望者が集まる。

ファン交流会

お試し移住サポート



４ 今後について

同世代の移住者を増やし、若者が挑戦し実現できる環境を整え、

地域で活躍できる人材を発掘し、大郷町と共に成長していきたい。

将来的には以下4つのサービスを主とした人材派遣会社としてスケー
ルさせたい。

①地域おこし協力隊員のサポート（移住者支援）

②エンターテインメント（ライブ活動、動画制作、YouTube配信）

③野菜づくり（イベント販売、給食センター出荷、収穫体験）

④便利屋（空き家管理、草刈り、清掃など）



終わりに

明日からも変わらず大郷町に定住します。協力隊員として初の定住者＆独
立開業ということですが、まずは明日から少しでも永くこの町で暮らし続けら
れるように皆様からのお仕事依頼ドシドシお待ちしております。

今後は、地域おこし協力隊協力事業としてこの春新たに加わる協力隊員と
ともにより一層地域に根ざし、未来に向かってタネを蒔き続けていきたいと
思います。

ありがとうございました。

大郷町地域おこし協力隊 伊藤健一郎


